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私のウミガメ帰っておいで

ウミガメ 
News Letter

No.45

リニューアルした日和佐うみがめ博物館カレッタには、
新しい展示がいくつも加わりました。その中でも特に

注目を集めているのが、ぬり絵を使った体験型展示「私の
ウミガメ帰っておいで」です。この展示では、来館者が色
を塗ったウミガメの絵をスキャナーで読み込むと、大型ス
クリーンにそのウミガメが登場し、ふ化して成長する間に
出会うさまざまな出来事をアニメーションで体験できます。
ウミガメが出会う出来事は大きく2つあります。1つ目は、
自然の中で他の生き物と「食べる・食べられる」の関わり
を持ちながら、命の循環の中で成長していく姿です。これ
らの出来事は、自然の営みで行われるウミガメ本来の生
態なので、体験者は操作することはできません。スクリー
ン越しに観察してください。2つ目は、人間の行為が原因
でウミガメの生存が脅かされる出来事です。こちらは参加
者が画面を操作し、ウミガメを守ることができます。例え
ば、砂浜の街灯に引き寄せられて子ガメが海へたどり着け

ない場面では、参加者全員で力を合わせて灯りを消すこと
ができます。また、流れてきた漁網にウミガメが絡まった
ときには、参加者が漁網を取り除き助けることができます。
ただ、つい自分が塗ったウミガメにだけ目を向けてしまい、
周囲で起きている出来事に気づかない方も少なくありませ
ん。ぜひスクリーン全体を見渡しながら体験していただく
ことで、本展示が伝えたい「ウミガメとの関わり方」をよ
り深く感じていただけるでしょう。さらに、この展示にはも
う一つ仕掛けがあります。スキャンしたぬり絵を次の来館
時にお持ちいただくと、そのウミガメはさらに成長し、生
き残ることができれば砂浜で産卵する様子までご覧いただ
けます。どうぞ、ぬり絵はキレイに保管し、ぜひ再びカレ
ッタへお持ちください。（館長：平手康市）

爬虫類の中でカメ
に近いグループ
は何ですか？Q

ue
st
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n 頭骨の構造から考えられていたこれまでの分類では、カメ

は、トカゲ、ヘビ、ワニとは異なり哺乳類の先祖に近いグ
ループと考えられてきましたが、最新の研究ではワニや恐
竜、そして鳥類のグループに近いと考えられています。An

sw
er

応募フォーム

うみがめについての質問をお送りください。
お答えします！
〒 779-2304 徳島県海部郡美波町日和佐浦
369うみがめ博物館カレッタ「質問係」

町民一人ひとりが相手を思いやり、多様な価値観を認め合う社会をめざしましょう。
「心温かい人々が暮らす、にぎやかな過疎の町」美波町であり続けるために人権について考え守っていくことが

まさに、“にぎやかそ”美波町まちづくりにつながります。このコーナーでは人権に対する思いを掲載していきます。

多様性を尊重し、みんなで支え合う社会を目指そう！
　私たちの社会は、多様な価値観や背景を持つ人々で成り立っています。
　異なる文化や価値観を持つ人々がいることで、私たちの社会は豊かになります。違い
を理解し、受け入れることで、みんなが安心して暮らせる環境が生まれます。

アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）に気づこう
　私たちはこれまでの経験や文化的背景を通じて、気づかないうちに固定観念や先入観を形成しています。
　バイアスとは、人の思考や判断に偏りや歪み（思い込み）をもたらす、誰もが持つ心の仕組みです。
　バイアスに無自覚でいると、無意識の内に他者に偏見意識を抱いたり、他者の感じ方や思い、抱えている事情、人格や
存在そのものを軽んじたりするような言動につながることもあります。
　自分の中にあるバイアスに気づき、偏見や差別につなげないことが大事です。
　アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見や無意識の思い込み）は、過去の経験や慣習、周囲の環境などから身に付くも
のであり、何気ない発言や行動のなかに現れます。
　具体的には...「女性はおしゃべりだ。」、「男性は外で働き、女性は家庭を守るものだ。」、「男子なのに…、女子なのに…。
と思うことがある。」、「理系の人は〇〇だ。」、「非常ベルが鳴ったけど、みんな逃げていないから大丈夫だ。」など。
　アンコンシャス・バイアスは「無意識」なので、なかなか自分では気付きにくいものですが、自分の気持ちに時間的な余
裕がないときや、自分の都合を優先したり、自分の要望を叶えようとしたりしたときなどに「決め付け」や「押し付け」とい
った言動になって現れる傾向があります。
　相手の気持ちを想像し、「決め付け」や「押し付け」をしないことが大切です。
◎ 「決め付け」への対処法
 　「普通はこうだ」「そんなことできるわけない」といった「決め付け」に対しては、相手を受け入れることが大切です。価
値観は人それぞれです。過去の事例や慣習による判断が常に正しいとは限りません。自分の価値観から一度離れて、周りの
価値観に歩み寄り、受け入れてみましょう。相手の考えを認め、受け入れる心の持ち様が大切です。
◎ 「押し付け」への対処法
 　「そんなはずはない。こうに決まっているからこうするべきだ」といった「押し付け」に
対しては、一呼吸おいて落ち着き、本来の目的に立ち戻ることが大切です。誰もが同じ
ようにできるとは限りません。一人ひとりの違いを受け入れる姿勢が大切です。

多様性（ダイバーシティ）とは？
　多様性（ダイバーシティ）とは、性別や年齢、国籍、人種、文化、価値観といった異なる
特性をもつ人々が互いを認め合い、共存していくことです。これは単に多様な属性をもつ
人々が一緒にいるだけでなく、それぞれの違いを受け入れ、理解し合うことを意味します。
　多様性は、見た目で認識できる表層的ダイバーシティと、個人の内面的な特徴や価値
観にもとづく深層的ダイバーシティの2種類に大別されます。
▶表層的ダイバーシティ：性別、年齢、国籍、人種、障がいの有無など
▶深層的ダイバーシティ：価値観、宗教、経験、嗜好、SOGI（性的指向・性自認）、障がいの有無など

深層的ダイバーシティは外見やプロフィールだけでは判断しにくいため、無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）を減
らす努力が不可欠になります。

多様性を認め合いみんなで支え合う社会に向けて
　一人ひとりが、自分の中のアンコンシャス・バイアスへの対処法を学ぶことで、互いを
認め合う社会、多様性を認め合う社会の実現を目指していきましょう。
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カサゴ 徳島ではガガネやガシラと呼ばれ、煮付
けや唐揚げを食べたことがある人もいる
のではないのでしょうか。
カサゴは、岩場などでじっとしているこ
とが多い魚です。体は茶色や赤っぽいま
だらもようで、岩にまぎれるような姿を
しています。大きな口とトゲのある背び
れが特徴で、そのトゲには毒があるため
要注意です。
主に小魚やエビ、カニなどを食べていて、

素早く動くというよりも、じっと待って獲
物が近づくのをねらう「待ちぶせタイプ」
のハンターです。
大きさは約 20 ～ 30cm。見た目はゴツ
いけど、水中では色んなポージングで楽
しませてくれます。（ダイバー：長楽美保）


